
１． ブースの展開

来場者に の活動を紹介し、 の役割、活動等への理解を図るとともに新規会員
獲得につなげるため、 会場内に ブースを展開しました。

ブースの テレビと一体的な 対応テレビの展示や魅力的な講演などの実施により、 を
はじめとする多数の方にご来場いただき、 の活動を広く することができました。
なお、来場誘致にあたっては、 ホームページならびに各部会・委員会ホームページのトップペー
ジにリンクバナーを設置し、 ブースならびに 主催・企画コンファレンスの情報等を掲載す
るとともに、メールニュース配信や開催告知ポスターの掲示などにより積極的に誘致活動を展開しました。

◆ゲストスピーカーによる講演 ※は講演 回の合計
実施日 演題・講師 聴講者数

／（火） スマホがクルマを潰す時
桃田健史氏（元レーサー／自動車ジャーナリスト） 名

／（水）

クルマと人と道路の
竹岡　圭氏（タレント／モータ－ジャーナリスト） 名※

医療 最新トレンド－商品開発・販促戦略・人材育成
大西大輔氏（メディキャスト㈱メディプラザ事業部統括マネージャー） 名※

／（木）

「スマートで売る時代」のテレビの変化
西田宗千佳氏（ ジャーナリスト） 名

スマートの本質に迫る！ －スマートフォンからスマートシティまで
守安　隆氏（ スマート社会ソフトウェア専門委員会委員長） 名

／（金）

モバイルクラウドが創る新ビジネス
八
や こ

子 知
とも

礼
のり

氏（デロイトトーマツコンサルティング㈱執行役員・パートナー）
名

今注目のウェアラブルコンピューティング～めがね ウォッチの最新動向
塚本昌彦氏（神戸大学大学院工学研究科教授） 名※

／（土）

どっちにするの？紙とデジタル
篠原菊紀氏（諏訪東京理科大学教授） 名※

スマートグリッドが切り拓く の新地平
村上憲郎氏（元グーグル日本法人社長兼米本社副社長／㈱村上憲郎事務所代表取締役） 名

合計： 名
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２．学生向けイベント　業界研究セミナー
『グローバルに貢献する ・エレクトロニクス業界の現状と未来』開催報告

わが業界を担う学生に、企業の第一線で活躍する技術者から、 ・エレクトロニクス業界で働くこと
の魅力を伝えることを目的に、今年で第 回目の学生向けセミナーを実施しました。あわせて展示会場
内で最先端の技術・製品・サービスに触れることで、学生の ・エレクトロニクス業界への興味・関
心を促しております。
今年は集客に注力し、大学の就職課や先生へのチラシやメール送付に加えて、 や

で広く しました。また大学や学生のニーズを反映し、各社の強みや他社との差異、今後のビジョン
など業界の魅力を伝えるように講演内容の充実を図るとともに、部品企業 社はパネル形式で各社の特
徴や強みを明確に伝えるようにしました。その結果、参加者アンケートでは「部品 社の特徴がわかり
やすくてよかった」との高い評価を得られました。

◆日　程： 年 月 日（土） ： ～ ：

◆主　催：一般社団法人 電子情報技術産業協会（ ）
　運　営：一般社団法人 日本エレクトロニクスショー協会（ ）

◆参加者： 名（昨年参加者 名）
（参加者の声：アンケート抜粋）
―ご自身の経験に基づいたお話が非常に興味深かったです。来年も参加しようと思います。
―仕事への誇りが伝わった。企業理念に心を打たれた。
―電子部品業界 社の発表形式は各社の特徴がわかりやすくてよかった。
―部品の新しい活用方法を知りこれから技術がどんどん発展していきそうと思った。

◆プログラム

： ～ ： 「 ・エレクトロニクス産業とは」
一般社団法人電子情報技術産業協会常務理事　長谷川英一

： ～ ： 「スマートコミュニティを支える東芝の取り組み」
株式会社東芝技術企画室企画担当グループグループ長　樋口勝敏氏

： ～ ： 「新たな技術で暮らしを変える新生シャープの拡がり」
シャープ株式会社東京支社次長　加藤洋一氏

： ～ ： 「グローバルなエネルギー生産のインフラとして未来を切り開く計測と制御」
横河電機株式会社人財本部シニア・アドバイザー　柴田友厚氏

： ～ ：

「世界の ・エレクトロニクスを支える電子部品業界特集」
アルプス電気株式会社技術本部商品開発部部長　白坂剛氏

株式会社技術本部先端技術開発センター副センター長　越智厚雄氏
株式会社村田製作所デバイス開発センターデバイス開発部部長　藤本克己氏
一般社団法人電子情報技術産業協会常務理事　長谷川英一

活 動 報 告 における の取組み

会場の様子


